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動作の函難性と反応の遅れ

工 藤 孝 幾

序 論

　人糞の動作がいかなるメカニズムで講舞されて

いるか垂こついては，　疑ε雛簿　＆簸《董　嚢（壕鍵S韓｝右書

雛e類G響滲τ登搬攣譲という，人縫をコンピュータ

ー1こなぞらえて動搾遂行メカニズムを解馨しよう

とする燐報選論的アプ欝一チを連覇学習の覇究領

域淀遍羅して以来，今遜まで立場を異にするいく

つかの運論が提曝されて来た。その串で，欝7§年

代はAぬ盤s韓の。蓋（｝s磁L轡鱒璽i論，　《総好晦の

縫硫雛澄ro蓼嬢猟遅論という2つの主要蓬論の流

れの中で，それぞれの運論の妥盛牲験簸の実験が

繰返されて発展して来たといえる．今馨では，い

ずれが焦しいかと襲う二者探…の議講で隷なく，

動鐸鵜海容1こ応じていずれのモデルを遍羅すべき

かという，よ謬柔軟な論争に変乾しつつある
（G翌｛｝擁cr導ss醤）。運動学習という嚢葺突領域慧，．入馨羅

のあ鋒とあら趨る嚢1作を暴究の対象としていると

ころがら，以上のような譲争は今後，よ絵包嬉的

な統一肇論への再纏成という形で発展的1こ講灘さ

れていくものと予慧されるが，スボーッ妓籍とい

う鴬にスピー｝芝というものが要求されている運鐵1

を藩究の瞬象とするス試一ツ科学の申では，この

ような，動作の特質によ参遷したモデル蔓立馨し

て勤蕪メカニズム解響の努力を続けていく必要が

あると思われる。その慧糠では，素槍からのフィ

ードバック欝鞍を逐次越運しながら動作を遂行す

るというこ1とを薄青擾とするC藍倉＄登遣　L今｛》夢運講で

は鋳薦的な樫癒での難点をかかえてお彗，その点，

勇む作縄始蔭1に雛に準騰されている壷1馨遂行のため

の欝欝墓猴搬に基いて実行されるという懸演蟹

敷。蟹股鐙運隷の方が事ス演一ツ鼓講の選解裟とっ

てよ弓有勤な手掛静を提供できるよう裟思われる。

従って亨スポーツ秘学の立場からはう嚢舞プ買グ

ラムというものの性質を多面的誕欝握しておく必

要があ拳うそのこと1こよって，スポーツ鼓衛の練

習及び癒導法への簿羅という颪にも大いに寄与す

るものと考えられる。本響誓究では以上のような立

場から，勤難プログラムというものに臠し，特に

プ欝グラムの準備紅要する時聡について，嚢搾ぎ）

霞難さとの麗達で分嫉を行った．

　登ε糞奪＆搬垂設｛鷹蟹s鱗楼ま辱コンピューターが事

麟に準騰されたプ灘グラムによって講郷されてい

るの裟鰐え，大鷲の勤蕪もまたMを灘。奪敷賢鶏と

いうものの中にあらかじめ保存されている動作プ

欝グラム1こよって麟御されて雛るという選論を提

舞遷した．被はその糧嚢1として，ある雍彗激が呈示；さ

れてから勧馨が発露するまでの反感欝縫穣T／

は，その勤務の園難さが増すにつれて長くなると

いう事実を示したのである．媛の電いたこの実験

パラダイムは，それ以降，勤警プ欝グラム綴錦1こ

絶する醗究の中で，多くの藩究者によって繕いら

れて来ている畠そこでの主たる漢1心事慧，麟馨の

さまざまなパラメーター，特1こ勤修の大きさと正

確轡iの要求度によって決定される勤務の灘難さと，

その勤｛乍の発現に至るまでの時縫（嚢丁〉との直線

的縫係を探ることにあったといえよう．最も輿塗

的な実験法は次のようなものである．被験養慧溺

き手をスタ～卜地点垂こ置き，そこから一’定の獲金離

だけ離れた勝にあるターゲットを，合纒とともに

できるだけ蓬蠹毒こしかも速く馨まき手でヒットする

こと寿婁要求さ牽しる。　この琴寺の勤ぐ誇の菱嚢難さの程度

は，ターゲットまでの矩雛とターゲットの大きさ

と垂こよって決定され，さまざまな霞難さの条件で

の衰丁湛計灘される訳である。この時の設丁が，

動難プログラムの作成紅要する時翼なのか講み轂

撃の鷲鷺なのかは議論の余地があるが（欝a欝，εt

雄．｛錨〉，いずれにせよ，要求される動｛乍の内容が呈

示されてから実鰹に動作が発現するまでの反応の

遅れ（罵獄丁）は，　童餓se£単｛立の精度が要求される

ス宏一ツ援護の詩経的講整にとっては，パフォー

マンスを左右する重要な遜1子になっていることは

疑いない雌そこで次に亨この翼題につ簸てうこれ

までに示されて来た蘇究の成果を整窪してみるこ

とにする。

　薦遠したき艶蟹y識疑錨難rs鵜の実験では，単
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鐘反臨時霞i（S嚢丁〉を勤修の魑難さの程度と1難連

づけてお許），こσ）実験パラダイムは今日まで舞人

かの響究者によって繕いられて来ている。C短量s・

tl磁et譲．纈は縫雛ry＆蕪嚢。鍵rs講様の方法で，

反癒動｛讐こ含まれる身体離猿の数を実験変数とし

て籔雛，先の仮議験証を試み，ほぼ顎…溢を支持す

る繕漿を得ている。一方，A欝0盤切ヲ欝a募＆餓擬鍍

滋．｛23｝は，S裂丁をさら畢こ茎貰e盤《践。ぎ縫搬εと盤のtoぎ

縫鍛εの2穰に分けて験詳し，　トータルとしての

S裂1欝と複雑さとの飯議邊垂彗の麗｛系を示しては興

るが，　2癒を｛羅琴馨こ分析していくと，健来の説響1

以外の解萩も成撃立ち得ることも示験している。

こ才蕊こ薫多しK磁soet譲．｛緯は，片－1擁顕）みでの動｛乍

に換え，霧魏を瞬鋳紀浸慈させるという条件を設

定し，　S嚢丁や重解乍暴寺賜（藝護丁〉と灘難さとの縫｛系

を講べている。鞍の関心事が上記の条件露誇箆較

にあったため，片魏のみのデータに深く簿及して

いないが，そのデータを詳しく髭ると必ずしも

S裂丁と動作の鑓難さとの墾確な経連は髭られて

いないこと寺童わ毒・るひ

　一方，このようなS裂丁を罵雛た実験パラダイ

ム毒こ蝿し，　ぎ壷雛s盆簸6登e総rs（搬｛7｝は事羨垂こ2つの

異なる睡難さのターゲットを講鋳紅墨題し，その

中の恥ず轟か…方のみに反応させるという選捉反

感場面における，笈慈特薦（C嚢丁〉と動作の露難

さとの闘係を調べている。そして，懸丁が勧鐸の

露難さの讐大とと麟こ変化するの1こ対してC嚢丁

は不変であると軽う結果から，この場合の笈癒嚢

作が事醜のプ賞グラムによって麟御されているの

ではなく，フィードバック勝報によって講御され

ているというi緒論を下して雛る．一一方，K茎寂欝欝，et

a罫｝鶴は，動作の藝1難さというよりもi繋｛乍の登寺翼的

長さというパラメ～ターと嚢丁との麗係を講べ

ている。その際，S装丁法とC衰丁法の2つの実験

パラダイムによるデータの誌較を行ってお吟，そ

の結果亨　C嚢τには先の嚢作パラメーターによる

影響が歪更躾1されるが，　S嚢丁影こは笈醗されないと

いうことを示している。またK訟鞭㈹は欝溢s

a総Pe総総｛搬が示した結果を，移動距離の長姉嚢

作（3総懸／と矯い勤葎（2～簿羅／の縄方で検認

し，醜遠したような結果は長粋動作紅おいて覧ら

れるものであって．短輪動搾では羅難さの違いが

C盆τの方に狡駿されるということを示している。

肇ち，長い動作条件の方はフィードバックで凝御

されているが，短い動作の方はプログラムで鰯御

i墾5－2

さ蕊ているという訳である。これらの実験を通じ

て照鋤夢麟は，S段丁パラダイムでは，鞍験者が

事羨紀プ欝グラムを準備摩る機会が与えられてい

るため碁こ，蠹毒作の毯難さが衰丁紀翼駿され．るとは

考えにくく，その意味ではS設丁パラダイムよ拳

もC盆丁パラダイムの方が遷していると主張して

いる。その後の一連の癖究1ま（K数鑓，et雄．翻，

K捻麹黴δ磁ε塾，偽K董鋤夢灘δ盆の蘊蓄総z（鋤）霧

パラダイムを比較しながら，髭の主張を支持する

結集を示している。また董33鍾z麟も綴織の繕果を

得ている。一一方魯Q蚕蹴，et擁．1麟やW灘絵驚S｛鋤

は，勤舞の霞難さの程度を決定する灘子として絹

いられて来たタ～デットの大きさや動搾の移嚢軽

はC裂丁に影響せず，むしろ反応動作の蒔翼的な

長さの方が決定的変数であるという結果を示して

いる。またKεぜ聯は驚蹄β，et農董麟の実験を再

検討し，短い動｛乍と長騒動｛乍のC翼丁の差を示す

ことはできなカ｝つたと幸覆苦しているゆ

　このように，寡垂来の奪駐建ではS裂1TとC嚢丁とい

う2つの実験パラダイム群棲痴れて来てお蓼，

それぞれの立場でいずれがよ群妥当な方法である

かという誌上論争まで行われているが（難磁欝．｛麟

K捻麹、継》），今まで見て来たように駁方ともそれ

ぞれ必ずしも一貫した結果を示すには至っていな

いと瞬うのが還状であろう。こ鶴こ鰐し，S舞er一

遍鍛齢は第三のパラダイム，灘ち㌔魯　騨εv艶w

澱磁e野を提案して疑る。彼の主業は，従来の方法

は難ずれにしても事麟紅嚢葬内容が示されてお参，

これでは鞍験者にあらかじめ動馨プ韓グラムを準

臆しておく機会を与えてしまっておウ，これが一

貫雛のある結果を示し得ない療遜の一つになって

いるのではな雛か，というものであるαそこで彼

は，事灘こ一切の課題残容に離する構鞍を与えな

いという新たな方法を採濡し，これ紅よって裂丁

と勤｛乍の露難さとの女雪癒麗｛系を示すことに成功し

ている。確力縛こ，　S段τ一C嚢丁懇の論争を一覧ると，

S盆τでは事離紅プ澄グラムが準備されてし塞う

から不適窮であるというC嚢丁縫の主張慧，…晃

証し雛ようであるが，1鑓じことはC嚢ぞ法にも震

えるのであるGつま讐，1薄蒔に呈示された2つの

ターゲットに麟するパラレルなプびグラミングを

することが人懇という梼鞍麺奪系にとって不可籠

であるということが承されない隈箏，C嚢コCの方

力£S嚢丁よ撃5嚢i考琴であるという主張の糧嚢墾まなく

なってしまうのである。パラレルプ置グラミング
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が薄髭であるか否かは，それ窪体興妹あるテーマ

であるが，この点が瞬確でな窮理時点において／為

この犠。騨εv18w　wo慶野が最も安全な実験法で

あるといえるのではなかろ一うか。

　さて，以上のような実験パラダイムの開題の地

にも，考癒すべき事がある。この分野では，欝搬s

鐙雛碧et鍵S（｝登のが動作の鑓難さとして至要》（奎獄艶X

鑓　　》壷銀Ct嚢鞍〉d｛｝墓2（2真／w〉（Aは動作の懸，

Wはターゲットの大きさ）というものを示して以

来，ほとんどが一翼してこの捲穰を採駕している。

ところで董鍛践z韓慧，獲麟の試行がより懸難であ

ったか，よ鯵単純であったかということでC設丁

が変化するという実験鯖漿から，C衰丁が新知覚さ

れた3動作の羅難さというものによって影響さ義

ることを示している。また，G艶麗r総s雛6
登段鍾ぎ綬亡轡は反復タッピング動作での至重｝を算議

する場合の方法として，ターゲットの有効纒とい

うものを考癒した新たな方法を震いて雛る。これ

は，その条件下でのタッピング麓謬の中の臆％の

ものがはずれるターゲットサイズを灘穆直し，そ

れに応じて至£｝を算聾するというものである。こ

のように，欝として玉つの灘1蚕からのみの観察

では，得られたデータの解萩には不十分であると

考えられる。また従来の癖究のほとんどは，動作

の複雑さと嚢丁との饗係を示すために，多数の被

験者の各条件での平均纏をもとにして分析してい

るむそれ警体意練のある分極ではあるが，そもそ

もこの鷺題の背後にある遜論を考えると，今まで

畿観して来たような実験データに大きく影響する

と考えられるその徳の心運的要馨はきわめて酸ら

轟てお婆，その意味では，考えられるそれらの要

因を統麟した上で，本来ならば至人ひと1りのデー

タ単独でも｛褻説が検i甕されなければならない｛盤質

のものであろう。

　以上のよう1こ，この溺題賦関しては，饑えばど

のような勤ぞ乍ノ考ラメーターがどの程度反1志を還ら

せるのか，などといった応絹牲グ）あるデータを示

すまでに慧至っておらず，それ．以講紅方法論的な

確立が急務であるということがわかる。そこで本

麟1究では，これ求でに示さ轟て来た方法のうち，

最も妥当であると思わ才しる較磁｝∫擢ev艶w盤。纏e野

を罵恥，従来示摘されているいくつかの要馨を考

癒し，特に懸人ごとのデータ分辮を中心にして動

作〔匪擁蚕難さと嚢丁との経連ξこ謬彗する登ε盆蓄y　　農擁護

緬霧ers鵜の鱗説の縷証を試みた．

方

i．被験者

法

SL鷺）濫費霊OJ駐CT｛二）費

ε総。τ継。箋

　　S簸｛テTぞ至3嚢

　　タ
　∫　　　　曳
　　　　　　㌃　ノ

r乳管丁む○

　’
　　　　　　圏　ヂ
　簸至丁ぞ茎翼（｝　　　㌃
ノ
　　　　既Aτ狂曳
’　　　　　　　　　曳

ヂ　　　○　　　　蒐
　　　　TA疑（遣丁曳

S蕪琴TT董強

剛
鳥L直茎～M8誓zz狂嚢

懲

LA舞〔）嚢汽TO鍵Y

　　　α）翼丁盆£薩、L建設

（至難董｝延∫T）

ST汽嚢丁羅（｝蛋｝競蕪τ
　sぞYL琴s

駁愚灘cT

晦、i2魏e盤甑慶x降泌鱗亀a董鋤鍬at盤（醸脚総簸総exc曝脚ct綬蜘総w艦蟹癖欝ε藤魏
　　6我虚薄む盤．〉
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　蟹｝藏i代の孟∫手零導き　（藝琶幸嚢告1こよる〉男子2名，

女子i名。3名とも裸鰻視力1灘．騒以上である。

　2．課題及び実験装置

　お手で保持したスタイラスをスタート圭毯点に麗

き，呈示されたターゲット（韓／をその人の最高

の速度で，しかもターゲットからできるだけ逸親

しないようにスタイラスで打つと賑うものである
（議霧、i）。

　実験縁暗室で行った。後遽する条件に往って作

成されたターゲットの印羅彗してあるテスト薦紙を

台（灘中蓋縦垂幕舜譲緯上の所定の鼓麗に置き，

ブザーによる予餐音締．§秒／の3秒後にスライド

プロジェクターの光灘鉦よって照窮した。被験者

は照豹されたターゲットを見た後．できるだけ早

い蒋簸に，最高の魏移動遮渡で，しかもできるだ

けターゲットから逸駁しな魏よう1こスタイラスで

ヒットすることが要求された。光を照繋するタイ

ミング及びインターノ燈レは，プ窟ジェタターのレ

ンズ羨懸に取む轡診た電子式シャッターをラボラ

トリーコント窪一ラー（竹井機雛製｛乍）で青鬚舞す

ることによって行ったσまた，シャッターの調い

た瞬縫からスタイラスがスタート地点誉離れた瞬

離1までの時開（嚢τ〉と，スタイラスが離れてから

ターゲットをヒットするまでの鋳簡（蟹T／とを

1盤sec単球で計離した。疑嬉の董確牲については，

テスト綴紐ま1のスタイラスの打点の嬢ll藩によ讐タ

ーゲットの中心からの逸騰距i離として譲みとった。

　3．実験条件

　本醗究では，動作の種々のパラメーターのうち，

勇蟹乍の移動魑（スタート地点からターゲットの中

墨詳までの鬢茎離：A〉　と老吏霞幕の豆三確蟹玉（ターゲット

の澄径：W／を羅いた。移動輻として3水準（零

。灘．i｛短灘，i2｛搬〉を設定し，亜欝血海象（2AIW〉鱗

に従って，各移灘輻条件分それぞれ裟3水準の欝

Ta誠e　i．c倉懲む搬齪沁難Gξt段r墓鍵s孟zε（壷盆灘εtα；

　　　w）黴毒驚ove難雛t　a獅擁t騒喪儀｝，拠se6鎌
　　　撫e至｝鍵tぎし｛》w：藍瓶董εx〔》乏互〉隻餐董。遍ty（夏至｝｝瓢

　　　1曙2（2A／w｝

欝
Ai　8．春
　1

鎗．§ i2．旋盤

3

凄

5瞭

2、§鱒

i．鼻鵜

静．灘毒

2．5毒毒

i．2灘

辱．§25

3．難癖

墨、灘駐

毒，7灘

（c醗）

王憾聾一2

条件を設定した（丁盆｝麺i〉．縫移垂擁蕎を鴛、旋難以

下にしたのは，実験課題をバサスティックな勤鐸，

難ち家構からのフィードバック欝報に依存しない

灘作に綴足する必要があるからである。従来の素

槍からのフィードノ重ック繋幸漿の越還藝毒懸垂こ麗する

講究を見ると（W｛｝蟹き響。詫簸鱒｝，V無ce‘鱒，Kεe楚

＆凱董　Pos貧εr｛童3）．　難εc藍er　段嬢垂　欝t駕鼓s翼㌧

c欝璽麺嚢韓，縫顧盤蹴謹s艶欝⑰磁（鋤，zε亜議膿数et

鍵．獅｝）時代とともに楚遜紅要する最短縛総として

駅される纏慧短くな参，現在では欝§盤s劔羨後と

いう数纏が示されている。従って，事羨の動作プ

欝グラムを準癒する時幾を講べようとする場合ラ

反応を終了するまでの動作時驚がこの纏より長く

なると，動搾途中での修歪が羅籠とな讐，プ蓑グ

ラムを準講ずるのに要する時縫をとらえることが

不蕃籠となってしまう。本藩究の予騰実験から，

MTをi欝盤駝。羨後におさえられる距離は1濠ぼ

i2囎以下であることがわかったので，それに鍵っ

て先の条件を設定した訳である。

　峰．実験手続き

　Al　設丁の灘定

　このようにして，薙》3条件，動舞綴3条件の組

合せによ肇§種頚の勤鐸海容を設定した。各々に

つき難靉靆足し．計2§×§⇒縫毬の灘定を実施し

た。また本番に入る糞麹こ緩速する練饗試鴛を蛇籔

行わせたので，全藻で222轟をi人の被験者に実施

したことになる。

　まず被験者を構手紅塵らせ，課題についてi誕響i

した。この欝，綻来の醗究のよう垂こ遼さと歪確書生

を均等に強調するので慧なく，必ずターゲット内

を誓つと襲うことを強談1し，いったん魏を動した

後は霞εの最轟ぴ）移動遠嚢で反応するように，と

いう教示グ）し方をした。露ち，ターゲット内をヒ

ットすることを薩提条件とした訳である。次に，

実験室の難霧はつけたまま，3種類の移嚢癒条件

で実擦にヒット襲弊を5繕ずつ実施させ，毎懇
髭箋τをフィードノぐツクし，i斑》盤S8£以〕ドの肇む作速

度で勤かす練習を行わせた窃次紅，照穫1鐘そのま

まにし，事薄紅ターゲットが見える条件で§種類

のターゲットそれぞれにつき3遜ずつ練習させ．

課題の中味についての蓼解を深めた。

　以上の手続きを踏んだ後，すべての照鑓を潰し，

暗室の申で本灘定を実施した。警試行を蓋プ慕ッ

クとし，ブ欝ック海で講遠した§種のタ～デット

をランダム1こ翫列した。試行潤インターバルを7



重藤孝幾＝勤搾の顯難盤と棄簿の選れ 蓬7

秒とし，プ澄ック題インターバルを鐙秒とした。

また，第§と第7ブロック震，簗慧と第慧ブ欝ッ

ク講にそ轟ぞれ3分薦の休憩を挿入し，全部で2§

ブ窟ック実施した。i試行内の腰淳は，毒．5秒の予

告音が騰むやんでから3．奪秒後にターゲットが3．騨

秒聞照躰され（この懸1こ被験者が反縛する／，消失

後7．§秒を試行二闘インターバルとし，次の試行に移

るというものである。

　諺〉　課題の露難さの主饒的評緬

　以上の灘定が終了した後，警種類のターゲット

の癒難さについて主観的評懸を窄テわせた窃灘定方

法はマグニチュード推定法を繕いた。標準鵜激と

してスタート地点から籍。盤離れた位置にある直径

i．25c盤のターゲットを新たに設定し，それを醒難

さの程度讐創とし，実験で羅いた雪種類のター

ゲットを比較麟激として，それぞれの露難さの程

度を表わすのに最も適当と思われる数鐘を標準麟

激の讐創紅蝿する比携総藻で割当てるように要

求した。

　手腰試，簸擁に繧準蔵激のプ亨ントしてある絹

織を麟遽した実験装麗の台の士1にのせ§秒筒呈示

し，次に比較鵜激のターゲットのプ婆ントしてあ

るテスト絹織と差し換え，輝藪を求めるというこ

とを繰返すものである。警種類のタ～デットすべ

てに鱈し3懇ずつ，計3×9聯2？懇の覇籔を求め

灘定に当っては同じものが2度続かないようにし，

あとはランダムな1繧藩で行った。

結果と考察

本実験で灘足した2暮プ欝ックのうち，騒擾｝のi

～きブ賛ックのデータをすべてカットし，残る6

～騰プ狐ックの捻5試行（各条件それぞれ欝該行）

に臠して以下の分析を行ったα

　T＆む艶2は，嚢丁と鱗丁，及び嚢1欝とMTの合

計纏，即ちターゲットが呈示さ説てからターゲッ

トがヒットするまでの時驚（Tqo〉，それにターゲ

ットの中心からヒットされた癒置までの箆離
（董）璽V〉の平均と標準蕪藝差を示したものである。藪

た荻奮2～壊はこのうち嚢丁，簸丁，簸ev．の3つ

に臠して，各難度と亙Dとの関係を被験蓄欝に麟

示したものである。これらの纒，衰からもわかる

ように，特に蒔賜に幾する3つの灘渡において分

散の；客意な差が見られたので，これらの難度に麗

しては逆数変換（x欝翻／をし，逸貌距離1まその

ままで，各灘度ごとに3要獲の分散分析（豊要鑓

が変量効果模型）を行った。その結果を示したの

が丁盆雛e3である。

　麟艮丁に間して
　まず，跨による主効栗が冤られた。一方Aの主

効果及び沁とAの交互作羅とが有意でな蘇こと

もわかった。　これらのことは，課題の露難さがタ

ーゲットの大きさと移動纒と紅よって決定される

という量鍛s蹴感Pe艶総⑰ぜ了奉の公式の妥当姓が一

臨検…護されたといえよう。しかも罫董墓2から，衰丁

と至Dとはほぼ薩i線的な縫｛系善こあることもわかっ

た。また，2次の交互作縁が晃られていないとい

うことも考え合せると，以．とのことは被験者i．人

ひと拳についていえるということを意嫁している

と考えることができる。一方，Sの主動果及びS

と董Dの交互作霧が有意であるが，これは欝蓼2

丁盆漉2．漉鍛s盆綴Sね磁＆搬Dev董鍍醜s緩釜む欝贈as嬢es（TT羅衰孚＋鍵丁〉蟄e盆磁。毒譲t締．
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でわかるように，条件に拘らず盆丁の懸人差が箆

られ，また獲〉増大に伴う疑qじの変化の程度に綴

人差が見られるということを意味するものである。

従ってこのことは，本藩究復説豪こ季署ら矛舞壽すると

いう雲容のものではない。

　2／鰻丁に聡して

　Aの主劾桑が箆られたのは巍然であるので，こ

こでは考察をしない。まず，嚢丁講様に醗孚1こお

いても鐙による主効果が有意であった。今懸の

実験では，動作連痕をいずれの条件でも一定にし

かもi鍵雛sec離後でやるように教示し，そのため

に事講の練習も実施している．しかし，その．とで

も薙〉の主動果毒婁検鐵されたということξまどのよ

うに解綬すべきであろうか．このことを考える場

合に蕩提とすべき2つの事実がある。iつは，欝

s膿鑑麟識磁3騰y醸OVA綴雌鑑e餐麟欝戯》絃∫鰹　ととも1識獄が増大す
　盤eas蟹2s、A激動ve盤君鍍A搬茎露綴｛艶玉登塾塵ε翼。重勝鬘髭擁ty　S：　るとは雛え，蟹丁の平均

　S麟垂εcts緯丁，Mq2騰虚TT響ere　t鍛簸s｛｛獲醗曾｛茎to量魏eτsε懸盤魏ギ》　　はi至3～i鍵盤sεcの範裟i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　におさまつており，大体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　露軸s劔購後で動かす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と募うことが実理されて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いるという点。もう基点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は，麺1遠したように，翼丁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と叢）との予想さ轟た甕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　線的関係が示されて耽る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と粋う点、である。懸ち，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　被験者が行った動作は，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほぼフイードノぐツク雫春幸綾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の縫与しないバ婆ステイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ックな勤で乍であって，し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かも動鐸の獲難さに応じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た事羨のプ蓑グラミング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がなされていたと考えら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れる訳である。従ってラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞窪丁幾禽董嚢の増大ととも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に畏くなるということに
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